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広
報
企
画
に
求
め
ら
れ
る
の
は 

そ
の
成
果
を
常
に「
説
明
で
き
る
」こ
と 
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私
が
広
報
企
画
部
門
に
お
い
て
評
価
す
る
視
点

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
企
画
で
あ
る
か
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
た
の
か
と
い

う
点
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
行
政
の
事
業
と
し
て

広
報
を
行
う
以
上
、
常
に
主
権
者
へ
の
説
明
責
任

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
卑
近
な
言
葉
で
述
べ

れ
ば
「『
が
ん
ば
り
ま
し
た
』
で
は
困
り
ま
す
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
主
権
者
か
ら
預
か
っ
た
貴
重

な
税
金
を
用
い
る
事
業
で
あ
る
以
上
、
常
に
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
た
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
そ
の
成
果
が
定
量
的
に
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

方
法
で
定
量
化
す
る
の
か
は
企
画
内
容
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
ど
う
し
た
ら
定
量
化
で
き
る
だ
ろ
う

と
い
う
発
想
を
も
っ
て
企
画
を
説
明
す
る
こ
と
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
企
画
が
な
ぜ
、
そ
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
の
か
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
回
応
募
さ
れ
た
企
画
で
は
、
設
定
さ

れ
た
目
的
に
対
し
て
途
中
段
階
で
あ
る
も
の
も
見

ら
れ
た
。
途
中
段
階
の
取
り
組
み
を
応
募
す
る
こ

と
自
体
は
あ
り
得
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合

に
は
、
途
中
段
階
で
達
成
し
た
成
果
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
間
的
な
成
果
が
設
定
し

た
目
的
達
成
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
広
報
企
画
と
い
う
分
野
は
他
の
分
野
と
は
異

な
り
、
常
に
「
説
明
で
き
る
」
こ
と
に
留
意
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る 

骨
太
の
広
報
企
画
を 

　
左
近
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み 

　
　
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
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フ
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ラ
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務
局
長

　
今
回
も
素
晴
ら
し
い
内
容
の
広
報
企
画
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
の
「
常
連

組
」
は
も
と
よ
り
、初
参
加
な
が
ら
社
会
的
意
義
の

あ
る
活
動
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
が
散
見
し
た
こ
と
が
何
よ
り
喜
ば
し
い
。

　
今
回
の
審
査
で
強
く
感
じ
た
の
は「
企
画
書
」を

書
く
力
が
総
じ
て
向
上
し
て
い
る
こ
と
、地
域
社
会

の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
過
性
の

も
の
に
終
わ
ら
せ
な
い
工
夫
を
駆
使
し
て
い
る
自

治
体
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
だ
。シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
上
で
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

は
重
要
な
要
素
で
は
あ
る
が
、単
な
る
「
ま
ち
の
宣

伝
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、ま
ち
の
、も
し
く
は
社

会
的
課
題
の
解
決
に
資
す
る
活
動
を
中
長
期
的
な

視
点
で
行
い
、
内
容
を
進
化・発
展
さ
せ
て
い
る
骨

太
の
企
画
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

　
企
画
書
の
作
成
前
に
、な
ぜ
、こ
の
活
動
を
行
っ

た
の
か
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
。

地
域
課
題
は
何
な
の
か
、分
析
結
果
は
課
題
（
ニ
ー

ズ
）の
抽
出
に
説
得
力
が
あ
る
か
を
ま
ず
検
証
し
て

ほ
し
い
。
そ
の
上
で
目
標
設
定
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
、実

施
内
容
と
プ
ロ
セ
ス
（
特
に
工
夫
・
進
化
し
た
点
）

を
明
確
に
記
載
し
、最
後
に
結
果
と
今
後
の
方
向
性

を
示
し
て
い
く
。特
に
結
果
は
客
観
性
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
た
り
、メ
デ
ィ
ア
掲
載

実
績
を
数
値
で
表
し
た
り
し
て
達
成
度
や
費
用
対

効
果
を
明
示
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。活
動
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
結
果
が
出
て
い
な
い
場
合
は
、企
画
書

の
提
出
を
翌
年
以
降
に
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
。

地
域
・
自
治
体
の
課
題
に 

広
報
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
か 
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海 
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推
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刊
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バ
ナ
ン
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編
集
長
）

　
今
回
の
入
選
作
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
企
画

書
の
質
が
高
か
っ
た
こ
と
だ
。
企
画
の
背
景
、
課

題
の
把
握
、
課
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
実
施

し
た
事
業
、
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、
デ
ー

タ
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、
論
理
的
か
つ
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
。
広
報
企
画
の
審
査
な
の
だ

か
ら
、
企
画
書
で
何
を
伝
え
る
か
は
非
常
に
大
事

に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
見
せ
方
も
重
要
で
、
入

選
作
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
入
選

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
岩
手
県
二
戸
市
の
企
画

書
も
斬
新
な
も
の
だ
っ
た
。
ぜ
ひ
人
の
目
を
ひ
き

つ
け
、
引
き
込
む
よ
う
な
企
画
書
づ
く
り
を
試
み

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
広
報
の
紙
面
や
企

画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
よ
り
大
切
な
の
は
、
企
画
・
実
施
し

た
事
業
の
内
容
だ
。
地
域
・
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
課
題
を
す
く
い
上

げ
、
解
決
に
向
け
て
考
え
・
行
動
し
、
そ
の
結
果

何
が
起
き
た
の
か
。
そ
れ
こ
そ
が
広
報
企
画
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
特
選
と
な
っ
た
飛
騨
市
の
取
り
組
み
は
、
そ
う

い
う
面
で
非
常
に
優
れ
た
も
の
だ
。
人
口
減
少
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。
人
口
減
少
へ

の
対
応
は
全
国
共
通
の
課
題
。
飛
騨
市
の
取
り
組

み
は
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
は
ず
だ
。
北
本
市
の

公
共
施
設
の
再
編
や
、
埼
玉
県
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪

対
策
な
ど
も
多
く
の
地
域
で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
課
題
に
広
報
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

■ 広報企画（応募作品数 61 点）

特選『人口減少時代の挑戦！ 住民とファンでめ
ざす持続可能なまちづくり～合言葉はうれし
い！・楽しい！・面白い！』飛騨市（岐阜県）

入選『市民が主役！まちを加速させる広報誌改
革』奥州市（岩手県）

入選『サイバーテスト』埼玉県
入選『市民も職員もそれぞれがまちに関わる・

繋がる「LINK SAYAMA」プロジェクト』
狭山市（埼玉県）

入選『よりみちスポーツ～商業施設を一番身近
なスポーツコートに～』久喜市（埼玉県）

入選『マンガが創るまちのミライ 北本市公共施
設マネジメント広報企画の軌跡』

北本市（埼玉県）
入選『NEXT MIZUNAMI 若者が創る共創広報

プロジェクト』瑞浪市（岐阜県）
入選『市民発！「まちの情熱サイクル」プロジェ

クト』名張市（三重県）
入選『― 提言を迅速に反映、双方向コミュニ

ケーションを推進する福知山モデル ― 市民
共創で実現する広報改革』福知山市（京都府）
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▼人口減少に対して移住に頼らない担い手育成をどのように
行うかという明確な問題意識がある。そのうえで、その問題
意識に基づき、納得できる解決策を仮説的に提起し、その提
起に基づき、年度ごとにどのように進

しんちょく
捗させるかも定量的に

明らかにできている。可能であれば、それぞれの取り組みが、
どのように連鎖することで、中間アウトカム、最終アウトカ
ムと構築されているかが、的確に示されればなお素晴らしい
と考える。【河井】
▼問題意識が明確で、「ふるさと納税」や「ヒダスケ！」な
どの地域をよくするための取り組みを複合的に展開している
点、特に関係人口の増加に着目した「移住に頼らない」仕組
みづくりを高く評価する。これまでの積み重ねを大切にして
いる点もよい。「おっちゃんレンタル」のアピール度は抜群
で、着眼点と実行力が素晴らしい。KPI ツリーやロジックモ
デルが示されているとなおよい。【左近充】
▼人口減少の問題を「住民の気持ち」という点からとらえ、関
係人口の創出をフックにした好循環を生み出すプロモーショ
ンを実施。市民一人一人、関係人口一人一人の行動変容を考
えた具体的な施策を企画し実践している。ファンクラブの創
設、「ヒダスケ！」などの取り組みも面白く、ふるさと納税を
取り込んだ仕組みも秀逸。イベントなどがつながりつつ進化
している点も素晴らしい。情報発信や地域づくりのモデルと
なる取り組みだろう。【三海】

■ 入選　『市民が主役！まちを加速させる広報誌改革』奥州市（岩手県）
▼ウェブサイトや SNS という多様な媒体の発展という状況
のなかで、広報紙をどのように位置づけるのかについて、多
くの自治体が課題意識を持っていると考える。そのなかで奥
州市の取り組みは、なぜ行うのか、どのようにして行うのか、
結果としてどうなったのかを明確に説明する、いわば広報紙
改革の教科書として機能すると考える。ただし、厳しい状況
にある市民を支える広報紙という発想について、より明確に
されることを期待する。【河井】
▼広報紙のリニューアルに際し、市民の声をしっかりと反映
させている点が素晴らしい。他都市の事例をしっかりと分析
した上で、市民が主役のコンセプトをきちんと定めて広報紙
改革に取り組んだ点を評価する。取り組みの結果として、広
報紙自体のクオリティーが上がったことはもとより、職員の
負担削減につながっている点も非常によい。【左近充】
▼近年、注目されてきたキャラクターを使ったプロモーショ
ンなどと同時に進めてきた広報紙改革を紹介。「お知らせ広
報」から「市民が主役の広報誌」というコンセプトに基づい
て刷新された紙面は、記事の企画、デザイン、ビジュアルな
ど見違えるものになった。特に市民の行動変容や双方向性に
つながっていることや、他部署も含めた業務の改善がなされ
たことは特筆できる。【三海】

■ 特選　『人口減少時代の挑戦！ 住民とファンでめざす持続可能なまちづくり
　　　　　～合言葉はうれしい！・楽しい！・面白い！」をご紹介！！』飛騨市（岐阜県）

【企画の概要】　令和 4 年 10 月号から広
報誌改革を行い、広報誌を主軸にしたイ
ンナープロモーションに取り組む。それ
までのお知らせ広報の見直しを行い、市
民アンケートの内容などを基にリニュー
アル。「市民が主役の広報誌」をモットー
に、まちの魅力を届けている。
　改革では具体的に、誌面上の行政情報
の割合を約半分に抑え、市
民の写真や声が見える定
例のコーナーを新設。ま
た、それまでの方針を見直
し、寄稿記事は最小限にし
て、可能な限り広報担当が
取材に出向いて取材、撮影
を行うことにした。市民と
職員が実際に会って取材
する中で生まれる「生きた
言葉」や職員が声掛けしな

がら撮影する優しい表情の写真を大切に
しようと考えた。また、読者の行動変容
を促すため、広報担当部署で企画したイ
ベントを初めて開催した（令和 7 年 11
月号）。
　令和 7 年 10 月に実施した広報アン
ケートでは、「毎月読んでいる」と回答し
た人が約 8 割に上り、また、誌面改善点

では全項目で改善を希望す
る声が半数に減少。好意的
な声が約 5 倍寄せられた。
さらに、広報誌改革後、誌
面がきっかけとなり、市民
の行動変容につながってい
る事例が見られた。

【企画の概要】　飛騨市では 1955（昭和
30）年をピークに人口が減少。2050 年
には現在の約 2.1 万人の半分となる約
1.1 万人へと大きく減少することが予測
されている。人口減少による課題の一つ

「担い手不足」「人とのつながりの減少」
に対して、「地域や人との関わりを増や
すことで地域の愛着は高まる」と仮説を
立て事業を展開した。市外から飛騨市に
関わる人たちを可視化し、市民との交流
を促進させることで、交流の楽しさや喜
びを体感する人を増やすことに取り組ん
だ。移住政策だけでは地域の維持は図れ
ないことから、市は「関係人口」に着目
した事業をスタート。市の独自研究から、

「移住」と「関係人口」は別物と捉え、政
策やプロモーションを進めた。
　関係人口に着目した取り組みとして、

「飛騨市ファンクラブ」と「ヒダスケ！」
が挙げられる。飛騨市ファンクラブは、飛
騨市に心を寄せてくれる人たちとつなが
り、集い、語り合い、飛騨市を楽しむコ
ミュニティで、会員数は 1.7 万人超（令
和 7 年 11 月 1 日現在）。「ヒダスケ！」
は、飛騨市民のさまざまな「困りごと」
に全国の皆さんから「お助け」をしても
らうことで、地域の交流と “ お互いさま ”
の支え合いをつくるプロジェクト。
　飛騨市シティプロモーションでは、「人
口減少下において関わる人を増やし、地
域を支える関係資本を育てる」という中
長期的な視点と、「市民と市外の人の双
方に、飛騨市に関わる価値を実感しても
らう」という短期的な視点で取り組み、
令和 7 年度は短期的な視点を強化した。
市は関係人口を三つに分類し、それぞれ
の関心度や関わり方を観察しながら事業
を展開。飛騨市の関係人口の母数を増加
させることと、交流促進の両面からアプ

ローチした。
　具体的な取り組みとして、令和 7 年 3
月に、関係人口に関する 8 年間の歩みを
まとめた書籍『飛騨発つながりづくりイ
ノベーション～これからの関係人口を語
ろう』を刊行。同年 5 月には、飛騨市
ファンクラブ運営支援サポーター制度を
構築。また、飛騨発つながりづくりシンポ
ジウムを開催し、市民と一緒に関係人口
について考える機会を創出した。さらに、
同年 6 月号の「広報ひだ」で特集を組ん
だほか、「ヒダスケ！」の認知度向上を目
指した動画を作成して公開するなど、メ
ディアミックスで計画的に発信した。同
年 8 月には、ふるさと納税からのファン
づくりとして、市内の名人・達人である

「おっちゃん」を返礼品にし（「おっちゃ
んレンタル」）、名人・達人と一緒に飛騨
市で印象深い体験をしてもらうことで、
飛騨市ファンを増やした。同月には、地
域ファンづくりサミット in 飛騨市が開
催され、自治体ファンクラブづくりに取
り組む自治体が参加して悩みや課題を共
有。他自治体や、大学、企業、研究者な
どとの連携へと発展した。
　成果として、飛騨市ファンクラブ会員
やヒダスケ！では参加者が、前年同期比

で 10％増となるなど増加傾向
に。また、「市民×ファン×行
政」による関係をまちの力に変え、移住
に頼らない飛騨市の取り組みは「新しい
公共モデル」として評価され、全国から
視察の依頼が来たり、他の自治体で導入
されたりするなど影響が広がっている。

＊内閣総理大臣賞

関係人口の取り組みを特集した
「広報ひだ」令和 7 年 6 月号

創 刊 200 号 の 節 目 に リ
ニューアル。広報紙のあり
方を特集した「広報おう
しゅう」令和 4 年 10 月号

※各企画の概要は、コンクールの応募の際に提出された企画書を抜粋、要約したものです。

「ヒダスケ！」の特設サイト
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▼担当する分野であるスポーツに関わる課題が定量的に明確
化されている。スポーツの実施率調査を基礎にしたターゲッ
ト設定も明確であり納得できる。なぜスポーツをしないのか
という疑問を、丁寧な調査により明らかにし、まったく新し
い行動をしてもらうのではなく、「行動の中に埋め込む」こと
でスポーツの実施を図るという発想は魅力的である。解決手
法も論理的、成果も定量的で納得できる。【河井】
▼シティプロモーションの柱にスポーツ振興を据え続ける「ぶ
れない」姿勢がよく表れている好企画。ターゲットを明確に定
め、アクセスしやすい身近な商業施設と連携した点や、アピー
ル力の強い新しいスポーツ（ピックルボール）を軸に推進して
いる点がよい。ピックルボール協会との協力関係の構築を含
め、実施までの緻密な計画と推進力を評価する。【左近充】
▼スポーツによるまちづくりを進める中で、20 ～ 30 代の実
施率が低いという課題に着目し、広報的な視点で解決策を模
索。商業施設と連携し、ピックルボールというニュースポー
ツを用いて日常生活にスポーツを訴求するプロジェクトを実
施した。商業施設だけでなく、学校や福祉施設、体育施設と
も連携した体験会等を展開したことで、市民の運動習慣の改
善や、連携先の意識変容・行動変容につながる成果が出てい
ることも素晴らしい。【三海】

■ 入選『よりみちスポーツ～商業施設を一番身近なスポーツコートに～』久喜市（埼玉県）

▼若者であるからネットリテラシーが高いという思い込みか
ら離れ、サイバー犯罪に巻き込まれる若者を救うために何を行
うのかという思考が評価できる。そのうえで、サイバーテスト
という取り組みを行っている。教育機関、金融機関等との連携
も適切である。しかし、各テストによって、受験者の理解が
高まったということを定量的に示してほしかった。【河井】
▼極めて難易度の高い、サイバーセキュリティの推進に向け
た骨太の企画。子どもたちにリスクを理解してもらうための
啓発ツールとしてテストを導入した着眼点、損保会社や教育
機関などを含むさまざまな関係機関との連携を進めた真

しん
摯
し

な
姿勢と実行力を評価する。テスト自体の内容もよく考えられ
た素晴らしいもので、他県でも導入されていることも併せて
評価する。【左近充】
▼サイバー犯罪やネットをめぐるトラブルが増大するなか、
県警察本部が関係機関等の協力を得て、サイバーセキュリ
ティに関する確認テストを作成。学校での授業だけでなく、
さまざまな機会を設定し、啓発活動を行っている。社会的に
重要な取り組みを、関係機関等と連携し予算をかけずに実施
していること、さらに全国の警察や学校などに展開されてい
ることの意味は大きい。常に新たな脅威が発生している分野
なので、これからも進化させてほしい。【三海】

■ 入選　『サイバーテスト』埼玉県

▼とても優れた企画である。企画内容を説明する企画書とし
ても十分な内容になっている。明確な目的があり、各取り組
みを行う前提としてのペルソナ設定を適切に行い、行動変容
モデルとしてのカスタマージャーニーマップを十分に設定し
ている。職員をターゲットとすることの重要性も理解できる。
効果測定もしっかりと行っていて、その分析も的確である。
今後の計画も納得できる。私としては最も評価できる取り組
みであった。【河井】
▼市民も職員も「まちに関わる・繋がる」ための継続的な取
り組みを多方面で実施している点、各

おの
々
おの

の取り組みで「自分
事化」を促し、まちへの愛着を通じてシビックプライドの醸
成をしっかりと推進している点を評価する。企画書の書き方
も非常にうまく、昨年と今年の取り組み例を色分けした点な
ど、読み手の理解を促進するための工夫がよい。【左近充】
▼昨年入選した企画のその後の取り組み。昨年の段階で非常
にしっかりと計画がつくられ、シティプロモーションの論理
的な展開が描かれていたが、それを踏まえて着実にステップ
アップしている。その中でもいくつかの取り組みが相互に化
学反応を起こしながら、想定を超えて進化・深化しているこ
とも興味深い。また、それらをビジュアル的に分かりやすく
伝える企画書のつくりも出色。【三海】

■ 入選　『市民も職員もそれぞれがまちに関わる・繋がる
　　　　　「LINK SAYAMA」プロジェクト』狭山市（埼玉県）

【企画の概要】　スマートフォン所持の低
年齢化などに伴い、近年、ネットリテラ
シーが十分でない若者がサイバー犯罪や
ネットトラブルに巻き込まれるケースが
多く見られ、若年層に向けた「サイバーセ
キュリティ対策」が重要になっている。一
方、こうしたリテラシー教養の理解の定
着化を図る資料等が少ないことから、埼
玉県警察本部では、教育機関等の協力を
得て、全国の警察では初めてとなる、児
童・生徒のサイバーセキュリティに関す
る学習の理解の定着を図るための確認テ
スト「サイバーテスト」を作成した。
　サイバーテストは、小学校で用いられ
ている「カラーテスト」を参考に、サイ
バー対策課員がさまざまな機関と連携し
ながら独自に作成。SNS の正しい利用や
闇バイトなど、年齢層に合わせた題材を
複数用意した。

　活用では、教育機関や金融機関、損害保
険会社、日本サイバー犯罪対策センター
などの関係機関と連携し、実際にテスト
を活用した授業を実施したり、駅構内に
模擬教室を設置し、駅利用者にサイバー
テストを体験してもらったりした。
　関連サイトの閲覧数は、テストを公開
した令和 7 年 7 月からこれまでに 1 万
6,000 回を超えるなど多くの人に活用さ
れている。教育機関
や事業者のほか、他
の都道府県警察で
の講演やイベント
で活用されるなど
全国的な広がりを
見せている。

【企画の概要】　「よりみちスポーツ」は、
商業施設と連携した、地域スポーツ参加
促進プログラム。市は、スポーツによる
まちづくりを進める中で、20 ～ 30 代の
若年層のスポーツ実施率が特に低いとい
う課題に着目。なぜスポーツをしないの
かを考察した上で、ターゲットを明確に
設定し、施策を設計した。
　特徴として、新しい行動をしてもらう
のではなく、すでにある行動の中にス
ポーツを埋め込むことが挙げられる。市
民が日常的に訪れる商業施設と連携し、
買い物や散歩などの日常の動線の中で、
手軽で親しみやすいスポーツ「ピックル
ボール」を体験できる機会を創出。ス
ポーツへの心理的・物理的ハードルを下
げることで、これまでスポーツとは縁遠
かった層へアプローチした。また、ピッ
クルボールという手軽で親しみやすい新

スポーツを軸に据えることで、初めてで
も参加しやすい環境を整えた。
　効果として、これまでスポーツと接点
のなかった層の参加が見られるようにな
り、市民の運動機会の創出に加え、連携
先の意識変容・行動変容や新たな取り組
みの展開にもつながっている。

【企画の概要】　未来のまちの担い手とな
る移住定住世代（20 ～ 40 歳）に対し、
まちの魅力を伝え、まちへの推奨、参加
意欲を高める取り組みを行い、定住意欲
を高めるとともに、業務で市民に向き合
う市職員についても、まちへの推奨や参
加意欲を高められるよう、事業を企画し
た。2 カ年の事業で、令和 6 年は、若手
職員にフォーカスした取り組みについて
実施した。
　市民ワークショップで
は、令和 7 年度以降も、狭
山の市民活動が自立的に
継続されていくためには
どうしたらよいかを考え
た。また、職員ワーキン
ググループでは、参加者
有志が市内で開催される

マーケットに出店者として参加。職員が
個人の立場でまちに関わることで、まち
への推奨度を向上させることができた。
　Instagram「さやまちょこっとなび」と

「広報さやま」との連携では、市民ライター
が毎月掲載のコーナーや特集記事に取材
協力して記事を作成。掲載先が増えたこと
で、各自の自己実現の幅が広がった。ま
た、市民ライター有志が取材の枠を超え、
地域イベントに出店するなど、まちへの

関与が広がっている。
　これらの活動を通じて、
市民や職員に関し、事後の
修正地域参画総量指標が
上昇した。

＊ BS よしもと賞

＊読売新聞社賞

サイバーテストの一
例（ ネ ッ ト リ テ ラ
シーに関する問題）

商業施設（ショッ
ピングモール）で
開催される、ピッ
クルボール体験会
への参加を呼び掛
けたチラシ

市民ライターがまちの魅
力スポットを発信する

「さやまちょこっとなび」
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▼市民が主導的に参加する長期にわたる継続的な取り組みが
着実に成果を上げている。成果を定量的に明確にできている
ことも積極的に評価できる。そのうえで、より丁寧なロジッ
クモデル、KPI ツリーが説明されれば、さらに素晴らしい。
なお、本企画は評価者である私が深く関与しているため、特
選・入選の適否についての意見は述べていない。【河井】
▼人口減少という課題から出発し、地域の資源を生かした「活
動人口」増大を通じてまちの魅力をブーストするという着眼
点が素晴らしい。ブランドロゴ創出ワークショップから活用
ワークショップの継続、市民団体「ばりフェス」との公民連
携の推進など、長期的な視点でシティプロモーションに取り
組んできた点を評価する。今後の方向性をきちんと定めてい
る点もよい。【左近充】
▼人口減少時代の持続可能なまちづくりに向け、総合計画に
シティプロモーションの考え方を導入。まちに住む人や関わ
る人の思いや行動を生み出す仕組み・サイクルをめざすのが
特徴で、戦略的に取り組みを進めている。「まちへの熱量」と
いう視点が面白いし、これまで積み上げてきた地域共生社会
づくりを生かし、市民がしっかり関わりながら展開できてい
ることに意味がある。市民の「幸福感」を価値の中心に置い
ているのも興味深い。【三海】

■ 入選　『市民発！「まちの情熱サイクル」プロジェクト』名張市（三重県）

▼広報紙を「お知らせ」する媒体にとどめず、「課題解決」の
ためのツールとして位置づけていることは画期的であり、興
味深い重要な取り組みだ。アンケートデータを読む際に表面
的な解釈にとどめず、「自分事」として捉えた上での回答につ
いて深掘りすることで、何が真の課題なのかを明らかにして
いる。時に見られる「なんとなくマンガ」ではなく、その課
題を解決する手段としてマンガが的確だという理由が納得で
きる。【河井】
▼公共施設マネジメント計画の認知度向上に向けて、職員作
成のマンガを活用して、親しみやすく、また、分かりやすく
説明を続けた点を評価する。マンガは文字情報を読み解くこ
とに抵抗のある市民（特に若い世代）からの関心・理解を得
るには特に適したツールである。市民との対話を重ねて自分
事化を推進し、合意形成（「総論賛成・各論反対」の壁を突
破）した点が素晴らしい。【左近充】
▼公共施設等総合管理計画で個別施設の検討に入るにあた
り、市民の認知度が低いという課題に対して、マンガ広報を制
作し市民への周知を図った。難しいテーマをマンガを用いて
考えてもらうというのはグッドアイデア。一方で、マンガは
あくまで市民と対話をしていくための一つのツールなので、
実際の議論が重要になるが、複合施設の完成にまでたどり着
いたのは、シティプロモーションで培ってきた信頼関係が土
台になったのではないか。【三海】

■ 入選　『マンガが創るまちのミライ
　　　　　北本市公共施設マネジメント広報企画の軌跡』北本市（埼玉県）

▼「ミライ創ろまい課」という興味をひくネーミングにより、
行政がつなぎ手となって、地域内外の若者の連携をつくるこ
とができている。高校生主導、行政が支援する、それぞれの
取り組みは新規性があり、かつ思いつきレベルにとどまって
いない。この成果は、これまでの継続に支えられていること
も高く評価できる。成果を常に定量的に明確化しようとする
点も重要である。【河井】
▼市独自の「ふるさとワーキングホリデー」のプロモーションに
地元高校生によるまちづくりチームと県外からの同ホリデー参
加者が協働し、課題（高校生の地域の魅力に気づきにくい、ふ
るさとワーキングホリデー参加者の情報発信不足）解決を図っ
た点や関係人口の創出につなげた点を評価する。ふるさとワー
キングホリデー参加者の情報発信の質も素晴らしい。【左近充】
▼近年、独自のシティプロモーションを展開している同市が、そ
の事業の核となる「ミライ創ろまい課」の活動とふるさとワー
キングホリデーを融合させ、それぞれの課題解決と新たな可能
性を引き出した。地元の学生と県外の若者が刺激し合うことに
よって、自らの成長と地域との関係を深める相乗効果を生み出
すとともに、市の情報発信も一段階ステップアップすることが
できたのは非常によい。今回参加した人の継続的な参画なども
視野に入れているようなので、今後にも期待したい。【三海】

■ 入選　『NEXT MIZUNMI 若者が創る共創広報プロジェクト』瑞浪市（岐阜県）

【企画の概要】　市の総合計画「なばり新
時代戦略」では、「語れるまち なばり」を
基本理念とし、シティプロモーションの
考え方を取り入れている。総合計画で示
す “ シティプロモーション ” とは、市外
からの観光客誘致や移住促進のための手
法にとどまらず、まちに住む人やまちに
関わる人たちの、思いと行動を生み出す
仕組み・サイクルを指す。
　令和 5 年に、市民や市職員が参加し
てブランドイメージ創出ワークショップ
を開催。まちのイメージ（なばり「らし
さ」）を抽出するなどワーク
ショップの傾向を分析し、
これをもとにキャッチコ
ピー案とロゴ案を検討。投
票によるブランドロゴ総選
挙を実施し、ブランドメッ
セージ「なんとかなるなる。

なばりです。」とロゴを決定した。
　令和 6 年に策定したシティプロモー
ション戦略「実践編」では、ブランドロ
ゴの活用を起点に、「まちの情熱サイク
ル」で関わりとつながりを築き、「なば
りらしさ」を形作っていくことを目指し
た。シティプロモーション戦略の核とな
る「まちの情熱サイクル」は、名張の魅
力への気づきや発信、活動への参加を通
じて、まちへの熱量を高めていく仕組み。
四つのステージごとに、「まちの情熱サイ
クル」を持続させていく。

　まちへの愛着や誇り、ま
ちに関わる意欲の度合いを
数値化した「なばらぶ指数」
という独自の指標を用い
た。その値は、令和 4 年度
の 39.5 から令和 6 年度の
43.7 へと上昇傾向にある。

【企画の概要】　市内公共施設の老朽化が
進行し、維持費が増大となることを背景
に、今後 40 年間で市内公共施設の延べ
床面積を 50％削減する「公共施設等総合
管理計画」を平成 28 年度に策定。しか
し、策定当初の市民認知度は 15％。将
来公共施設を使うであろう若い世代の関
心が低く、また、全体的な削減には賛成
でも、実際に特定の施設を削減する段階
で反対の声が上がっていた。
　これらを踏まえ、「若者」や「現に施
設を利用している人」をター
ゲットに、多くの市民に読まれ
ている広報紙「広報きたもと」
に、公共施設マネジメントに関
するマンガ特集を令和 2 年か
ら 7 年まで 5 回にわたって掲
載した。ストーリーやセリフ、
作画はすべて職員が担当。この
取り組みは新聞にも複数回取

り上げられ、市民からは「分かりやすい」
「面白かった」などの声が寄せられた。
　親しみやすいキャラクターを用いたマ
ンガは、広報紙掲載のほか、市民説明会等
の資料としても活用。こうして市民との
対話を重ねた結果、公共施設の統廃合へ
の不安は、統合施設の新たな活用といっ
た前向きな期待に変わっていった。ター
ゲットと広報手法を柔軟に見直したこと
で、市民の「自分事化」を促進。普段広
報紙を手に取らない子どもや若い世代か

らも「読んでみた」との声が寄
せられた。また、マンガを活用
した説明により、イメージの共
有が図られたほか、分かりにく
い行政の計画を知ってもらう

「入り口」となり、理解度の向
上を図ることができた。

【企画の概要】　高校生をはじめとする学
生が中心となり、瑞浪市の資源を活用し
ながら、まちの魅力向上や課題解決に取
り組むことで、瑞浪市の未来を創ってい
くプロジェクト「ミライ創ろまい課」。令
和 7 年度は、県外に在住する若者が瑞浪
市に 2 週間程度滞在し、地域住民との交
流を通して地域の魅力を体験する「瑞浪
市ふるさとワーキングホリデー」参加者
を含めた地域内外の若者が協働する「若
者共創広報モデル」として、「ミライ創ろ
まい課」の高校生×ふるさ
とワーキングホリデー参
加者による共創アプロー
チに取り組んだ。
　プロジェクトでは、ミラ
イ創ろまい課の高校生が、
ワーキングホリデー参加

者が瑞浪らしい地域資源に触れる体験プ
ログラムを企画運営。高校生が参加者に
レクチャーする形で体験を共有。地域を
見る視点が相互に刺激され、新たな発見
が生まれた。また、参加者は、高校生に
よる体験プログラムをはじめ、地域の人
たちとの交流、就労体験、仲間との共同
生活の様子などを、自らが撮影・編集し
た PR 動画で発信。従来の行政広報では
届きにくかった層にアプローチした。
　企画実施による効果として、参加者の

「ミズナミライ値」（修正
地域参加総量指標）は、参
加前と参加後を比較して
大きく上昇した。

名張市シティプロ
モーションサイト

※各企画の概要は、コンクールの応募の際に提出された企画書を抜粋、要約したものです。

第 1 回マンガ特集
（令和 2 年 6 月号）

ワーキングホリデー
参加者が制作した
PR 動画の一場面
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▼多くの自治体で求められている広報改革を行き当たりばっ
たりではなく、全体設計とスケジュールを定め、当該設計に
基づき取り組みを進めている。また、市民アンケートの結果
を市民とともに分析することは画期的だ。この分析に基づく
提言を職員アクションプランにつなげ、具体的な取り組みと
して進めていく手法は他の自治体にとっても意義があると考
える。【河井】
▼市民アンケートの分析に基づいた、市と市民との間に生じ
た情報の認識不足や会話の欠如を解決するために市民参加型
の具体的な施策を策定。市民との双方向コミュニケーション
を推進している点がよい。広報改革というチャレンジングな
課題に対する真摯な姿勢を評価する。複合的な取り組みが今
後どう生かされていくのか期待する。【左近充】
▼施設建設計画のプロセスを巡る問題から、広報・広聴戦略
の再設計を検討。市民アンケートなども実施したうえ、有識
者会議を設置して議論し、提言を受けてアクションプランを
作成した。庁内で共有しながら、一方的な情報提供ではな
く、市民との双方向性を意識した事業に転換させた。この広
報改革は道半ばだが、内外に公開していく手法には好感が持
てる。これまでのシティプロモーションの成果なども生かし
ながら、進めてほしい。【三海】

■ 入選　『― 提言を迅速に反映、双方向コミュニケーションを推進する
　　　　　福知山モデル ― 市民共創で実現する広報改革』福知山市（京都府）

【企画の概要】　大型施設建設計画などに
おいて、市は合意形成のプロセスを踏ん
でいたが、「市民の意見が反映されていな
い」「そもそも知らなかった」などの反
対の署名運動が起きる出来事があった。
これを受け、市民が持つ市の広報へのイ
メージをつかむため、市民アンケートと
市民ワークショップを実施した。
　市民アンケートの集計結果を市民ワー
クショップで市民参加者とともに分析。
市の広報やコミュニケーションのあり方
を一緒に考えた。これらを踏まえて設置
された広報戦略検討委員会では、外部有
識者と市民委員で議論を重ね、意見書を
まとめた。委員会は、市民への情報伝達
と対話を改善するための七つの方向性を
提示。市は提言書の内容をもとに職員ア
クションプランを作成。課長会議や職員
向けの研修で共有した。

アンケートで、30 ～ 40 代は動画広報
の強化を求めていることが分かったこと
から、具体策として動画『明智さんのシ
セイカツ』シリーズを企画。市民演じる

「明智さん一家」の私生活を通して市政
を知ることができる物語形式の動画で伝
えた。広報紙では、市民との双方向のコ
ミュニケーションを強化するため、「読む
だけ」から「関わる・声を届ける」とな
るような企画を増やすなど、市民との交
流を意識した広報紙の制作に転換した。
　成果として、方向性ごとに成果目標を
設定し、2024 年度から実行。進捗状況を
見える化して
振り返り、未
達成は改善策
を探しながら
2025 年度へ
引き継いだ。 市政情報ドラマ「明智さん

のシセイカツ」の一場面




